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平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
に
開
会
し
、

「
門
真
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
14
件
、
議
員
提
出
議
案

２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
決
算
認
定
２
件
及
び
議
案
第
48
号
は
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
の
上
、
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
、
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
修
正
案
を
否
決
後
、
原
案
を
可
決
の
上
、
附
帯
決

議
を
付
し
、
そ
の
他
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、
９
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の

　
　
　
　
　
　  

制
定
　 

13
議
案
を
可
決

（
文
教
こ
ど
も
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問　

同
こ
ど
も
園
の
定
員
は
、
南
幼
稚

園
と
南
保
育
園
の
定
員
か
ら
ど
の
よ

う
に
増
減
す
る
の
か
。

答　

同
こ
ど
も
園
の
定
員
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
南
幼
稚
園
と
南
保
育
園
の
在

も く じ

第３回定例会

　30 年４月に開園予定の砂子みなみこども園のイメージ

砂
子
み
な
み
こ
ど
も
園
の 

  

設
置
に
向
け
条
例
を
制
定

園
児
分
を
確
保
し
、
一
定
の
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
待
機
の
多

い
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
は
保
育
定
員

を
拡
充
し
、
全
体
で
２
６
０
人
の
定

員
と
す
る
べ
く
、
今
後
、
規
則
で
定

め
て
い
く
。

問　

同
こ
ど
も
園
に
お
け
る
５
歳
児
の

無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
は
。

答　

29

年
度
か
ら
５
歳
児
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
幼
児
教
育
・
保
育
・
療

育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
月
々
の

保
育
料
に
当
た
る
利
用
者
負
担
を
無

償
に
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の

他
の
実
費
負
担
に
係
る
経
費
や
各
種

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
の
利
用
料
等
は
別
途
負
担
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
　

同
こ
ど
も
園
で
は
、
制
服
や
教
材

等
の
実
費
負
担
の
ほ
か
、
３
歳
以
上

の
園
児
の
給
食
に
係
る
費
用
、
延
長

保
育
を
利
用
す
る
際
の
利
用
料
等
が

別
途
必
要
に
な
る
。

　
　

な
お
、
現
在
、
南
幼
稚
園
及
び
南

保
育
園
を
利
用
し
て
い
る
園
児
が
、

同
こ
ど
も
園
を
引
き
続
き
利
用
す
る

際
は
、
制
服
や
教
材
等
に
新
た
な
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
在
使
用
中

の
も
の
を
使
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

問　

１
号
認
定
と
２
号
認
定
の
ク
ラ
ス

編
成
は
。

答　

１
号
認
定
と
２
号
認
定
の
園
児
を

混
合
で
ク
ラ
ス
編
成
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、
市
内
の
他
の
施
設
で
も
、

全
て
混
合
で
ク
ラ
ス
編
成
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

問　

１
号
認
定
の
園
児
の
給
食
は
、 

ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
の
か
。

答　

１
号
認
定
の
園
児
の
給
食
は
、
２

号
認
定
の
園
児
と
同
様
に
提
供
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
保
護
者
の
希
望
に

よ
り
、
弁
当
を
持
参
す
る
こ
と
も
可

能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
、
南
保
育
園
を
存
続
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
の
待
機
児
童
は
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
を
中
心
に
発
生
し
て
お
り
、

小
規
模
保
育
事
業
の
新
規
開
設
や
既

存
事
業
者
の
定
員
拡
充
に
よ
り
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
、
同
園
の
存
続
は

考
え
て
い
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
職
員
の
配
置
基
準
と
資
格
要
件

・
施
設
や
登
降
園
時
の
安
全
面
に
つ
い

て
の
配
慮　

な
ど

な
　
　
ど

　上記議案については、執行機関は「門

真市子ども・子育て支援事業計画」を着

実に実行していることは承知している

が、待機児童解決には至っていない。

　よって、執行機関においてはあらゆ

る政策資源を最大限活用しつつ、待機

児童対策に、より一層取り組んでいく

こと。

門真市立幼保連携型認定こども園条例

の制定についてに対する附帯決議
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門
真
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

第
12

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
門
真
市
立

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
園
を
設

置
し
て
も
、
待
機
児
童
の
解
消
に
は
至

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
南
保
育
園
を
存
続

さ
せ
る
た
め
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
審
議
を
踏
ま
え
て
、
左

記
の
と
お
り
附
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た
。

（
議
決
結
果
）
原
案
及
び
修
正
案
に
反

対
・
賛
成
討
論
の
後
、

修
正
案
否
決
後
、
原
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、

附
帯
決
議
を
付
す



議 会 だ よ り 平成29年11月1日　（2）　

旧
ダ
イ
エ
ー
跡
地
の
移
転
補
償
費

29
億
円
返
還
請
求
裁
判 

地
裁
に
て
市
が
全
面
的
に
勝
訴

問　

同
裁
判
の
判
決
の
概
要
は
。

答　

本
市
の
損
失
の
も
と
で
光
亜
興
産

ら
に
不
当
な
利
益
を
得
さ
せ
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
共
同
不
法
行
為
が
あ
っ
た

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
園
部

前
市
長
の
不
法
行
為
責
任
及
び
補
償

契
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
、
移
転

補
償
費
の
算
定
に
誤
り
が
な
い
の
で
、

不
法
行
為
が
成
立
す
る
余
地
は
な
く
、

補
償
契
約
は
有
効
で
あ
る
と
の
結
果

で
あ
り
、
全
て
の
争
点
で
本
市
の
主

張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
。

問　

判
決
を
受
け
て
の
市
長
の
考
え
は
。

答　

判
決
は
、
全
面
的
に
本
市
の
主
張

が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
受
け
と
め
て

い
る
が
、
本
事
案
が
住
民
訴
訟
に
至

っ
た
の
は
、
当
時
、
市
民
に
行
政
に

対
す
る
強
い
不
信
感
を
与
え
た
た
め

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
道
路
や
橋
梁
へ
の
交
付
金
大
幅
減
額

の
要
因
に
つ
い
て　

な
ど

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決 

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

（
民
生
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問　

同
法
等
の
改
正
内
容
と
そ
れ
に
伴

　

う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
は
。

答　

30

年
度
に
地
域
生
活
を
支
援
す
る

自
立
生
活
援
助
、
就
労
定
着
に
向
け

た
支
援
を
行
う
就
労
定
着
支
援
、
居

宅
訪
問
型
の
児
童
発
達
支
援
な
ど
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
重
度
訪
問
介
護
の
訪
問
先

の
拡
大
、
高
額
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
給
付
費
の
支
給
対
象
の
拡
大
等

も
さ
れ
る
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
、
内

容
は
未
確
定
で
あ
る
が
、
30

年
度
に

報
酬
改
定
が
さ
れ
る
こ
と
か
ら
行
う

も
の
で
あ
る
。

問　

改
正
に
よ
る
市
民
負
担
の
変
化
は
。

答　

市
民
の
負
担
額
の
変
更
は
な
く
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は

引
き
続
き
、
自
己
負
担
は
発
生
し
な

い
。

（
文
教
こ
ど
も
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問　

同
通
訳
者
の
採
用
基
準
等
は
。

答　

現
在
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ィ
リ

ピ
ノ
語
を
含
む
７
カ
国
語
、
14

人
を

登
録
し
て
い
る
。
登
録
の
際
に
面
談

を
行
い
、
学
校
教
育
に
対
す
る
理
解

が
あ
り
、
教
育
現
場
の
支
援
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物
で
あ
る
か
を
判
断
し
た

上
で
、
自
立
支
援
通
訳
者
と
し
て
派

遣
し
て
い
る
。

問　

７
カ
国
語
以
外
を
母
国
語
と
す
る

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答　

本
市
と
同
様
に
通
訳
者
派
遣
を

行
っ
て
い
る
府
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
へ
紹
介
を
依
頼
す
る
こ
と
や
、

公
益
財
団
法
人
大
阪
府
国
際
交
流
財

団
（
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
）
に
当
該
言
語
の
通

訳
者
の
在
籍
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
奨
学
金
対
象
拡
大
に
つ
い
て　

な
ど

障
が
い
者
の
医
療
費
助
成

　
　

  

30
年
度
か
ら
見
直
し

　

門
真
市
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害

者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
の
福

祉
医
療
制
度
の
再
構
築
に
よ
る
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
の
変
更
及
び
老
人
医

療
費
助
成
制
度
と
の
統
合
に
伴
い
、
助

成
対
象
者
の
拡
充
等
を
行
う
と
と
も
に
、

所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、 

　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

（
民
生
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問　

府
の
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
改

正
の
趣
旨
及
び
条
例
改
正
の
概
要
は
。

答　

高
齢
化
の
進
展
・
医
療
の
高
度
化

に
伴
う
医
療
費
の
増
嵩
等
に
よ
り
、
今

後
、
所
要
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
観
点
か
ら
福

祉
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
や
給
付
の

範
囲
を
よ
り
医
療
を
必
要
と
す
る
人
へ

選
択
・
集
中
し
、
ま
た
、
受
益
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
見
直
し
が
さ

れ
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
従
前
か
ら
府
制
度

に
合
わ
せ
て
事
業
を
実
施
し
、
今
般
の

府
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
と
老
人

医
療
費
助
成
制
度
は
統
合
さ
れ
、
重
度

障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度
と
な
る
。

問　

制
度
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
対
象

と
な
る
人
、
対
象
外
と
な
る
人
は
。

答　

64

歳
以
下
で
精
神
障
が
い
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
及
び
難
病
医

療
法
の
助
成
対
象
者
の
う
ち
、
障
害

年
金
１
級
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手

当
１
級
に
該
当
す
る
重
度
の
難
病
患

者
に
対
象
が
拡
充
さ
れ
る
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
老
人
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
以
外

の
精
神
通
院
医
療
制
度
の
対
象
者
、

重
度
以
外
の
難
病
患
者
、
結
核
患
者

が
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
対
象
外
と
な
る
人
に
つ
い
て

は
、
３
年
間
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

る
。

問　

月
負
担
限
度
日
数
の
廃
止
に
よ
る

市
民
の
手
続
の
負
担
増
へ
の
対
策
は
。

答　

こ
れ
ま
で
毎
月
手
続
が
必
要
で

あ
っ
た
償
還
払
い
に
つ
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
口

座
情
報
の
登
録
を
す
れ
ば
、
シ
ス
テ

ム
上
で
毎
月
の
レ
セ
プ
ト
を
確
認
し
、

自
動
的
に
償
還
で
き
る
仕
組
み
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
負
担
軽
減

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て　

な
ど

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成 

　
　

 

30
年
度
か
ら
見
直
し

　

門
真
市
こ
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

大
阪
府
の
福
祉
医
療
制
度
の
再
構
築
に

よ
る
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
変
更

に
伴
い
、
助
成
対
象
医
療
費
に
訪
問
看

護
療
養
費
を
加
え
る
等
と
と
も
に
、
所

要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

（
議
決
結
果
）
反
対
討
論
の
後
、 

　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

（
文
教
こ
ど
も
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問　

今
回
の
条
例
改
正
の
概
要
は
。

答　

前
述
の
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

と
同
様
に
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
府
の
見
直
し
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
主
な
改
正
点
は
、
支
給

対
象
と
な
る
医
療
費
に
訪
問
看
護
療

29
年
度
補
正
予
算

（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
）

養
費
を
含
め
る
と
と
も
に
、
精
神
病

床
へ
の
入
院
に
係
る
給
付
を
除
い
た

も
の
で
あ
る
。

問　

同
療
養
費
が
支
給
対
象
と
な
る
医

療
費
に
含
ま
れ
た
理
由
は
。

答　

同
療
養
費
は
、
従
前
か
ら
あ
っ
た

重
度
障
が
い
者
訪
問
看
護
利
用
料
助

成
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

府
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い

て
、
助
成
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

問　

訪
問
看
護
利
用
時
の
手
続
方
法
は
。

答　

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
場
合
は
、

医
師
に
よ
る
指
示
書
に
基
づ
き
医
療

保
険
内
で
療
養
を
受
け
た
場
合
、
医

療
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

己
負
担
額
の
み
で
利
用
可
能
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
自
己
負
担
額
は
、
一
つ
の

医
療
機
関
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
た
場
合
、
１
日
５
０
０

円
以
内
で
、
月
に
２
日
が
限
度
と
な

る
が
、
複
数
機
関
を
利
用
し
た
場
合

の
月
上
限
額
は
２
５
０
０
円
と
な
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て　

な
ど

障
害
者
総
合
支
援
法
等 

　
　
　
30
年
度
に
一
部
改
正

渡
日
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援
に

　
　
　
自
立
支
援
通
訳
者
を
派
遣
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本会議でタブレット端末

を使用している様子

試行導入した

タブレット端末

小・中学校におけるプログラミング必修化に対して支援を求める意見書

　インターネットの単なる普及にとどまらず、インターネットを活用したＩｏＴの活用分

野の拡大、自動車の自動運転をも可能とするＡＩ（人工知能）の開発など、近年における

ＩＴ技術の発展は著しく、「第四次産業革命」とも呼ばれる大きな転換期を迎えている。

　新たなニーズに対応し得る人材の確保は世界的にも共通のものとなっており、我が国に

おいてもグローバルに活躍し得る人材を育成する上で、ＩＴスキルの向上は不可欠なもの

であるが、2016年に経済産業省が発表した資料によると、2015年時点でＩＴ人材不足数は

約17万1000人、2030年には最大で約79万人が不足すると試算されている。

　2020年にプログラミングが小学校において必修化されることに伴い、各都道府県教育委

員会において、人材育成、指導内容等について、独自に試行錯誤を繰り返しているが、

「どの分野に力点を置き、いかなる人材を養成すべきか」との課題は残されたままであ

る。地域間の格差を是正するためにも、中核となる指導内容については全国共通のものと

なることが求められる。

　一般家庭におけるＩＴ機器の普及は著しく、児童・生徒たちは幼少期より一定程度ＩＴ

機器に接することが珍しくない中で、教員に求められる技能はおのずと高いものとならざ

るを得ない。このことから近年、特に顕著となっている教職員の多忙化に拍車をかけるこ

ととなりかねず、外部人材の活用など、人的あるいは財政的支援が必要となる。

　従来、小・中学校におけるＩＴ機器の整備は、主に基礎自治体に委ねられてきたもの

の、自治体の財政力により整備状況に大きな差が生じているのが実情である。プログラミ

ング教育において、自治体間の格差を是正するためにも、指導上必要となる機器の整備な

どに対する財政措置が求められる。

　また、小学校でのプログラミング授業を先行実施している一部基礎自治体（千葉県柏市な

ど）において先行して実施されているものとの整合性など、既に幾つかの課題が散見される。

　よって政府においては、下記の３点について措置を講じられるよう要望する。

記

１　早期にプログラミングの指導の概要について明らかにすること。

２　円滑な指導を行うため、自治体間の格差を是正するために必要な財政措置を行うこと。

３　民間の人材を積極的に活用したり、小規模な自治体などにおいて適正な人員配置が困

　　難な場合など、広域での対応を認めるなど、弾力的な人材配置を認めること。

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書

　受動喫煙を防止するには、何よりもたばこの煙が深刻な健康被害を招くことを国民に啓

発していくことが重要である。

　厚生労働省の喫煙の健康影響に関する検討会が取りまとめた報告書（たばこ白書）では、

喫煙は、肺がん、喉頭がん、胃がんなどに加え、循環器疾患や呼吸器疾患などとも因果関

係があり、受動喫煙は、肺がん、虚血性心疾患、脳卒中と因果関係があることが示されて

いる。また、国立がん研究センターは、受動喫煙による死亡者数を年間約１万5000人と

推計している。

　たばこの煙による健康被害についてこうした公表がある一方で、世界保健機関（ＷＨＯ）

は、日本の受動喫煙対策を最低ランクに位置づけている。この現状を脱し、2020年東京オ

リンピック・パラリンピックに向けた我が国の受動喫煙防止対策の取り組みを国際社会に

発信する必要がある。

　よって政府においては、国民の健康を最優先に考え、受動喫煙防止対策の取り組みを進

めるための規制を図るため、下記の事項を踏まえた健康増進法の早急な改正を強く求める。

記

１　対策を講じるに当たっては、準備と実施までの周知期間を設けること。

２　屋内の職場・公共の場を全面禁煙とするよう求める「ＷＨＯたばこ規制枠組条約第８

　条の実施のためのガイドライン」を十分考慮すること。

３　屋内における規制においては、喫煙専用室の設置が困難な小規模飲食店に配慮すること。

　　また、未成年者や従業員の受動喫煙対策を講じること。

４　各自治体の路上喫煙規制条例等との調整を視野に入れて規制を検討すること。

意 見 書 を 可 決
本市議会では、以下の２件の意見書を可決し、その内容の実現を求めるため、政府関係機関等へ送付しました。

岡本　宗城

（公明党）

一般質問

　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.city.
kadoma.osaka.jp/shigikai/）内の会議録検索及び各議員のホームページをごらん
ください。
※第 3 回定例会（29 年 9 月）の会議録は 12 月初旬に掲載する予定です。

　施設方針については、広報かどま4月号

又は、市ホームページをご覧ください。

砂
子
水
路
の
景
観
保
全
と 

創
造
に
つ
い
て

問　

21

年
７
月
か
ら
22

年
２
月
に
か

け
て
砂
子
水
路
景
観
会
議
が
４
回
開

催
さ
れ
、
そ
の
中
で
砂
子
水
路
の
景

観
整
備
完
成
構
想
図
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
同
構
想
図
の
実
現
に
向
け
て
、

桜
並
木
の
周
辺
環
境
等
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答　

同
構
想
図
は
、
将
来
の
景
観
整
備

に
反
映
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
識

し
て
い
る
が
、
景
観
整
備
に
見
合
う
よ

う
な
水
質
と
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
。
ま
た
、
現
状
で
は
治
水
の
面
か

ら
も
、
工
事
の
実
施
も
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
引
き
続
き
桜
並
木
保
存

会
等
と
協
議
を
重
ね
、
砂
子
の
桜
の
景

観
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
下

水
道
整
備
の
進
捗
と
水
質
の
改
善
状
況

を
見
き
わ
め
、
砂
子
水
路
の
景
観
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

門真市議会インターネット中継

検索

市議会ホームページでは、
本会議録画中継を閲覧できます。

委 員 長 佐藤　親太

副委員長 春田　清子

委 員

（議席順）

後藤　太平

堀尾　晴真

内海　武寿

中道　　茂

今田　哲哉

　

今
回
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成

28

年
度
の
門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分
及
び
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決算特別委員会委員構成 　
　
　

特
別
委
員
会
設
置

決
算

人
事
案
件
に
同
意

〈
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 

　
委
員
の
選
任
〉

　

門
真
市
本
町
16

番
３
号

北き
た 

岡お
か

　
愼

し
ん

太た

郎
ろ
う

〈
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
〉

　

門
真
市
上
島
町
23

番
29

号

長な
が 

澤さ
わ

　

信
の
ぶ 

之
ゆ
き

　
　

以
上
２
件
は
、
任
期
が
満
了
す
る

　

こ
と
に
伴
い
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

　

選
任
・
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
議
会
関
係
文
書
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
議
会
運
営
の
効

率
化
を
目
的
に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進

し
て
お
り
、第
３
回
定
例
会
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
試
行
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
12

月
の
第
４
回
定
例
会
よ
り

本
格
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

議
会
事
務
局
で
は
、
平
成
29

年
度
の

「
市
政
の
し
お
り
（
市
政
概
要
の
冊

子
）
」
を
９
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
、

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
別
館
１
階
）

な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

砂子水路景観会議で

示された景観整備

完成構想図

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

試
行
導
入
を
実
施

「
市
政
の
し
お
り
」
を 

 

発

行

し

ま

し

た

　９月21日、22日の本会議において、18名の議員が市政に

対する質問を行いました。

　主な質問と答弁の要旨を３面から６面に掲載しています。

（通告順）
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堀尾　晴真

（日本共産党）

五味　聖二

（緑風クラブ）

春田　清子

（公明党）

府
営
門
真
住
宅
建
て
か
え
に
伴
う 

不
法
投
棄
問
題
に
つ
い
て

問　

同
住
宅
の
第
１
期
建
て
か
え
工
事

の
際
に
、
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄

が
問
題
と
な
っ
た
が
、
30
年
４
月
に
は

同
住
宅
の
敷
地
内
に
砂
子
み
な
み
こ
ど

も
園
が
開
園
す
る
こ
と
も
あ
り
、
30
年

６
月
の
第
２
期
建
て
か
え
工
事
後
に
お

け
る
入
居
時
に
は
、
安
全
面
や
衛
生
面

等
に
配
慮
し
た
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
住
民
へ
の
啓
発
方
法
は
。

答　

管
理
者
で
あ
る
府
と
連
携
を
図
り
、

住
民
に
対
し
、
発
生
す
る
粗
大
ご
み
な

ど
の
適
正
な
処
分
方
法
の
説
明
及
び
パ

ふ
る
さ
と
門
真
ま
つ
り
に
つ
い
て

問　

ま
つ
り
に
行
き
た
く
て
も
遠
く
て

行
け
な
い
と
い
う
市
民
の
声
を
聞
い
て

い
る
た
め
、
来
年
の
ま
つ
り
で
は
、
南

部
地
域
の
住
民
へ
の
十
分
な
配
慮
を
す

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

開
催
場
所
か
ら
遠
く
に
住
ん
で
い

る
人
や
高
齢
者
に
も
気
軽
に
来
場
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
門
真
ま
つ

り
準
備
会
で
検
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　

人
口
減
少
の
著
し
い
本
市
に
お
い

て
は
、
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
労
働
人
口

公
共
工
事
入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　

29
年
８
月
17
日
の
上
下
水
道
局
発

注
の
入
札
案
件
に
お
い
て
、
落
札
者
決

定
通
知
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

契
約
手
続
を
中
止
し
た
経
過
と
原
因
は
。

答　

同
入
札
は
、
同
通
知
後
に
設
計
書

の
誤
記
載
が
判
明
し
た
た
め
、
入
札
審

査
委
員
会
へ
今
後
の
対
応
を
諮
問
し
た

結
果
、
誤
記
載
の
設
計
書
を
も
と
に
入

札
会
が
執
行
さ
れ
、
入
札
参
加
者
間
で

積
算
の
考
え
方
に
差
異
が
生
じ
た
可
能

性
が
あ
り
、
公
正
・
公
平
な
競
争
を
欠

く
入
札
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
落
札
者

と
の
契
約
手
続
は
中
止
す
る
こ
と
が
適

難
聴
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て

問　

補
聴
器
の
修
理
費
用
や
つ
く
り
か

え
な
ど
の
費
用
負
担
が
難
聴
児
の
健
全

育
成
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
が
、
難

聴
児
特
別
補
聴
器
給
付
事
業
の
概
要
は
。

答　

同
事
業
は
、
国
・
府
の
事
業
対
象

と
な
ら
な
い
軽
度
の
難
聴
児
に
対
し
、

国
の
基
準
額
の
３
分
の
２
を
限
度
に
補

聴
器
の
購
入
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

29

年
度
か
ら
は
聴
力
レ
ベ
ル
が
30

㏈
デ
シ
ベ
ル

以

上
60

㏈
デ
シ
ベ
ル

未
満
、
市
民
税
所
得
割
額
46

万

円
未
満
の
世
帯
へ
拡
充
し
て
い
る
。

問　

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
多
様

な
場
面
で
活
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

女
性
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て

問　

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
来
場
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
出
張
相
談
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談

等
の
利
用
希
望
者
に
対
応
で
き
る
よ
う

出
前
に
よ
る
実
施
も
含
め
、
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問　

29
年
７
月
18
日
か
ら
国
や
地
方
自

治
体
等
が
所
有
す
る
個
人
情
報
を
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
結
び
つ
け
る
情
報
連
携
の

ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
に
よ
る
啓
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

府
・
門
真
警
察
・
地
域
自
治
会
と

連
携
し
た
取
り
組
み
は
。

答　

門
真
警
察
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
、

不
法
投
棄
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
も

し
、
不
法
投
棄
が
発
生
し
た
場
合
は
、

府
と
連
携
し
、
早
急
な
撤
去
に
努
め
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
や

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
有
効

だ
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答　

不
法
投
棄
抑
制

の
観
点
か
ら
、
府
へ

同
カ
メ
ラ
の
設
置
要

望
を
早
期
に
行
う
。

を
ふ
や
す
こ
と
が
優
先
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
既
存
事
業
を
廃
止
・
凍
結
し
、

新
た
な
人
口
増
へ
の
施
策
に
予
算
を
投

入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

既
存
事
業
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
聖
域
を
設
け
ず
、
必
要
性
や
緊
急

性
等
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
財
源
確

保
策
等
を
検
討
し
、
人
口
減
少
対
策
に

資
す
る
施
策
へ
と
財
源
を
シ
フ
ト
し
て

積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
財
源

確
保
に
お
い
て
は
、
魔
法
の
杖
の
よ
う

な
都
合
の
よ
い
も
の
は
な
く
、
職
員
が

知
恵
を
出
す
中
で
目
的
を
達
成
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

旧
一
中
跡
地
の
活
用
を
い
ま
一
度
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

全
体
の
見
直
し
の
中
で
、
総
合
的

に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

切
と
の
答
申
が
あ
り
中
止
と
し
た
。

　

ま
た
、
誤
記
載
の
原
因
は
、
設
計
書

の
項
目
に
本
来
計
上
す
べ
き
材
料
費
を

含
ま
ず
、
計
上
す
べ
き
で
な
い
管
工
事

費
の
一
部
を
積
算
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
し

た
こ
と
に
よ
る
人
的
ミ
ス
で
あ
る
。

問　

今
後
の
対
策
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答　

こ
れ
ま
で
も
、
検
算
者
、
担
当
課

長
補
佐
、
担
当
課
長
、
技
術
管
理
者
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

　

今
後
は
、
事
業
課
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
べ
く
、
契
約

手
続
の
中
止
等
の
重
大
な
事
象
に
つ
な

が
る
積
算
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
設
計
・
積
算
の

妥
当
性
及
び
正
確
性
を
確
認
す
る
こ
と

や
、
客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
済
み
で
あ
る

か
ど
う
か
を
わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

シ
ョ
ン
支
援
ア
プ
リ
導
入
の
考
え
は
。

答　

難
聴
児
の
在
籍
学
校
に
派
遣
し
て

い
る
筆
記
通
訳
グ
ル
ー
プ
が
同
ア
プ
リ

を
活
用
し
て
お
り
、
文
字
化
す
る
際
の

タ
イ
ム
ラ
グ
が
少
な
い
な
ど
の
効
果
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
へ
の
導

入
に
向
け
て
は
、
課
題
点
等
も
踏
ま
え
、

今
後
調
査
研
究
す
る
。
ま
た
、
市
全
体

の
導
入
に
つ
い
て
も
活
用
の
必
要
性
を

関
係
部
局
と
相
談
し
、
調
査
研
究
す
る
。

市
道
等
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て

問　

市
道
の
大
和
田
茨
田
線
や
門
真
中

央
線
等
で
も
通
行
の
妨
げ
と
な
る
電
柱

を
移
設
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
は
。

答　

電
柱
管
理
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

撤
去
可
能
な
電
柱
は
な
い
と
の
回
答
だ

っ
た
が
、
当
該
道
路
を
少
し
で
も
快
適

に
通
行
で
き
る
よ
う
、
電
柱
の
集
約
等

に
つ
い
て
協
議
・
調
整
に
努
め
て
い
く
。

試
行
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
実
施

状
況
は
。

答　

各
担
当
課
の
行
政
手
続
で
、
市
民

か
ら
提
出
さ
れ
た
証
明
書
類
と
情
報
連

携
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
と
の
比
較
を

行
い
、
本
格
運
用
に
向
け
た
事
務
処
理

が
正
常
に
行
え
る
の
か
検
証
中
で
あ
る
。

第
二
京
阪
高
架
下
北
公
園
に
つ
い
て

問　

29
年
度
中
に
実
施
す
る
同
公
園
の

拡
張
整
備
工
事
が
長
期
間
と
な
る
た
め
、

地
元
自
治
会
か
ら
旧
北
巣
本
幼
稚
園
跡

地
を
代
替
利
用
し
た
い
旨
の
要
望
が
出

て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

同
公
園
は
利
用
者
が
多
く
、
北
巣

本
町
に
お
い
て
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
跡

地
の
代
替
利
用
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

内海　武寿

（公明党）

12
　
月

６日（水）

午前10時から

本 会 議

７日（木） 総務建設常任委員会

８日（金） 民生常任委員会

11日（月） 文教こども常任委員会

18日（月） 本 会 議（一般質問）

19日（火） 本 会 議（一般質問）

■平成29年第４回定例会の開催予定（ 　　  ）日程は都合により　
変更となる場合あり

○傍聴の受付など（誰でも無料で傍聴可能）

本 会 議 常任委員会

受付時間 開催予定時刻の30分前から

受付場所 市役所本館１階議場前 市役所本館４階議会事務局

定　　員

（先着順）

一般席32人　　　　

車椅子使用者席３人
10人

○議案書の無償提供
　定例会の最終日終了後、議場前にて議案書の無償提供 （先着10人、１人１
部）を行っていますので、ご希望の方は受付担当者まで、お申し出ください。

以前に問題となったごみの不法投棄

吉水　丈晴

（緑風クラブ）
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松本　京子

（公明党）

高橋　嘉子

（公明党）

が
ん
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問　

が
ん
は
日
本
人
の
二
人
に
一
人
が

患
う
国
民
病
で
あ
り
、
が
ん
教
育
は
そ

の
原
因
、
予
防
や
治
療
法
等
の
正
し
い

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
命
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
も
与
え
て
く
れ
る
。
平

均
寿
命
が
延
び
続
け
て
い
る
現
状
を
受

け
、
１
０
０
歳
を
超
え
て
生
き
る
可
能

性
が
高
い
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
が
ん
教
育
、
ま
さ
に
今
後
の
人
生

設
計
に
欠
か
せ
な
い
教
育
と
言
え
る
。

本
市
の
学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育
の
取

り
組
み
は
。

答　

学
校
で
は
、
保
健
体
育
の
授
業
を

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
再
構
築
を

問　

府
営
住
宅
の
移
管
の
検
討
が
さ
れ

て
い
る
が
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を

府
営
住
宅
か
ら
切
り
離
し
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
し
て
は
ど
う
か
。

答　

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
安
心
・
快
適
な

生
活
を
送
る
た
め
の
公
営
の
高
齢
者
世

話
付
住
宅
で
あ
る
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
も
類
似
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
あ
る
こ
と
や
、
府
営
住
宅
の
市
へ
の

移
管
を
検
討
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え

府
や
関
係
機
関
と
鋭
意
協
議
を
行
い
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い

砂
子
小
を
含
む
市
内
小
・
中
学
校 

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
フ
ェ
ン
ス
へ

問　

砂
子
小
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
横
一

直
線
に
ひ
び
が
入
り
危
険
で
あ
る
。
他

校
も
合
わ
せ
改
善
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答　

全
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
及
び
一
部
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
学
校
は
、
四
宮
・
古
川
橋
・

上
野
口
・
東
・
砂
子
小
学
校
、
第
二
・

第
七
中
学
校
の
７
校
で
あ
る
。
フ
ェ
ン

ス
化
は
危
険
な
箇
所
か
ら
進
め
て
お
り
、

砂
子
小
も
整
備
に
向
け
調
整
中
で
あ
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め 

交
通
専
従
員
の
増
員
を

く
す
の
き
広
域
連
合
の 

あ
り
方
に
つ
い
て

問　

介
護
保
険
の
運
営
を
広
域
連
合
で

行
う
こ
と
が
最
適
な
選
択
な
の
か
ど
う

か
を
30
年
３
月
の
議
会
ま
で
に
検
証
資

料
を
整
え
、
し
っ
か
り
検
証
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

資
料
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
議
員
と
も

調
整
の
上
、
早
急
に
検
討
す
る
。

孤
立
死
と
高
齢
者
住
居
の
問
題

問　

高
齢
者
の
孤
立
死
は
、
賃
貸
物
件

く
す
の
き
広
域
連
合
で
の
介
護
保 

険
運
営
か
ら
市
独
自
の
運
営
へ
の 

転
換
に
つ
い
て

問　

同
広
域
連
合
で
の
介
護
保
険
の
運

営
は
３
市
の
調
整
に
時
間
を
費
や
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
展
開
が
で

き
ず
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
、「
組

織
体
は
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
の
議
会
で
の
議
論
も
あ
る
。

認
定
審
査
会
を
広
域
事
務
組
合
で
行
う

な
ど
工
夫
し
、
市
独
自
運
営
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

同
広
域
連
合
で
の
介
護
保
険
の
運

営
に
お
け
る
一
定
の
課
題
を
認
識
す
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

災
害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

答　

同
組
織
は
自
治
会
単
位
で
１
１
９

団
体
が
組
織
さ
れ
、
災
害
時
の
避
難
誘

導
や
避
難
所
運
営
に
加
え
、
平
常
時
に

は
防
災
意
識
の
啓
発
も
し
て
い
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
を
地
域

へ
伝
え
る
た
め
、
以
前
に
作
成
し
た
自

主
防
災
組
織
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
避
難
行

動
要
支
援
者
対
策
な
ど
最
近
の
事
例
を

加
え
る
考
え
は
。

答　

24

年
度
以
降
か
ら
同
組
織
へ
配
付

し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
ガ
イ
ド
ブ
ッ

初
め
、
喫
煙
防
止
教
育
、
未
成
年
者
飲

酒
防
止
教
育
や
食
育
等
に
お
い
て
、
が

ん
と
の
関
連
に
つ
い
て
指
導
し
、
ま
た
、

保
健
だ
よ
り
な
ど
で
の
啓
発
に
よ
り
健

康
教
育
の
一
環
と
し
て
発
達
段
階
を
踏

ま
え
た
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

が
ん
専
門
医
を
外
部
講
師
と
し
た

授
業
は
、
「
死
ぬ
、
怖
い
」
と
い
う
が

ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
身
近
な
病

気
と
し
て
実
感
で
き
、
意
義
あ
る
も
の

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
授
業
に
が
ん

教
育
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　

府
の
事
業
と
し
て
、
府
内
の
中
学

校
で
は
、
が
ん
拠
点
病
院
等
の
医
療
従

事
者
に
よ
る
出
前
授
業
等
が
行
わ
れ
て

お
り
、
貴
重
な
話
が
聞
け
る
機
会
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
の
活
用
や
、
が
ん

に
係
る
研
修
の
周
知
等
、
よ
り
積
極
的

に
が
ん
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

の
確
保
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る 

療
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

問　

不
登
校
者
の
中
に
は
発
達
障
が
い

の
可
能
性
が
あ
る
児
童
・
生
徒
も
含
ま

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
た
め
、
同
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
療
育
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
学
校
に
お
い
て
も
、
実

態
を
把
握
し
、
特
性
に
合
っ
た
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

発
達
障
が
い
が
原
因
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
学
校
の
ケ
ー
ス
会
議
等
に
お
い
て
、

そ
の
子
の
特
性
を
教
職
員
全
体
で
把
握

す
る
中
で
、
外
部
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど

対
応
を
模
索
し
て
い
る
が
、
今
後
は
さ

ら
に
福
祉
部
門
と
の
連
携
を
進
め
、
そ

の
子
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
は
大

切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

通
学
路
の
見
守
り
に
つ
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
地
域
へ
の
働
き
か
け
は
今
後
も

必
要
で
あ
る
が
、
地
域
の
応
援
が
困
難

な
箇
所
は
交
通
専
従
員
を
配
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

学
校
か
ら
の
要
望
や
優
先
順
位
も

踏
ま
え
、
配
置
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

北
島
東
地
区
区
画
整
理
事
業
に 

つ
い
て

問　

同
地
区
に
建
設
予
定
の
物
流
施
設

に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
へ
の
安
全
・
騒

音
対
策
は
。
ま
た
、
水
路
沿
い
の
緑
地

帯
に
桜
を
植
樹
し
て
は
ど
う
か
。

答　

施
設
稼
働
後
の
安
全
・
騒
音
対
策

に
つ
い
て
今
後
要
請
等
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
緑
地
帯
に
つ
い
て
は
、
一
部
を

歩
道
に
整
備
し
砂
子
水
路
と
の
連
続
性

を
考
え
、
桜
を
植
樹
す
る
計
画
で
あ
る
。

の
処
理
問
題
や
そ
の
リ
ス
ク
回
避
に
よ

る
貸
し
控
え
等
賃
貸
・
賃
借
人
双
方
に

と
っ
て
種
々
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

市
は
、
何
ら
か
の
施
策
に
よ
り
高
齢
者

の
住
居
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　

建
物
所
有
者
の
金
銭
的
負
担
や
、

高
齢
者
の
住
居
確
保
の
観
点
も
踏
ま
え
、

孤
立
死
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
。

二
中
ト
イ
レ
の
修
繕
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
は
教
育
環

境
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
劣
悪
な

状
況
の
二
中
の
ト
イ
レ
は
早
急
な
修
繕

が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う

か
。

答　

今
後
、

速
や
か
な
対

応
を
検
討
し

て
い
く
。

中
、
議
員
提
案
の
内
容
も
含
め
、
慎
重

に
検
証
し
て
い
く
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
事
業
に

つ
い
て

問　

障
が
い
者
の
高
齢
化
、
重
度
化
や

「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
地
域
支
援
拠
点
施

設
が
30

年
４
月
開
設
予
定
だ
っ
た
が
、

国
の
補
助
金
不
採
択
に
よ
り
、
施
設
等

の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
国
・
府
に
積
極
的
に
予
算
の

確
保
を
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　

国
庫
補
助
事
業
は
、
施
設
整
備
に

際
し
貴
重
な
財
源
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
必
要
か
つ
適
切
な
財
源
が
国
に
お

い
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
国
・
府
に
対
し
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ク
に
避
難
行
動
要
支
援
者
に
関
す
る
事

項
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

自
主
防
災
組
織
で
有
効
に
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
内
容
を
改
善
し
て
い
く
。

問　

災
害
初
動
期
に
多
く
の
職
員
が
避

難
所
運
営
に
携
わ
る
こ
と
は
、
円
滑
な

災
害
対
応
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

避
難
所
運
営
等
は
地
域
住
民
の
共
助
に

よ
る
活
動
に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
、
共

助
に
よ
る
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う

一
刻
も
早
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

避
難
所
周
辺
の
自
主
防
災
組
織
の

意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
、

避
難
者
と
同
組
織
等
に

よ
り
自
主
的
に
避
難
所

運
営
が
で
き
る
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

武田　朋久

（公明党）

福田　英彦

（日本共産党）

亀井　　淳

（日本共産党）

土山　重樹

（自由民主党）

修繕が必要な二中のトイレ
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大倉　基文

（緑風クラブ）

（無所属）

森　　博孝

（公明党）

後藤　太平 池田　治子

（自由民主党）

豊北　裕子

（日本共産党）

戸田　久和

（無所属）

財
政
状
況
に
つ
い
て

問　

経
常
収
支
比
率
が
１
０
３
・
１
％

へ
急
に
悪
化
し
た
が
、
今
後
継
続
し
て

１
０
０
％
を
超
え
る
場
合
の
影
響
は
。

答　

市
独
自
施
策
等
の
財
源
確
保
が
困

難
と
な
り
、
基
金
等
で
補
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
基
金
の
枯
渇
等
、
財
政
上
リ

ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

問　

門
真
南
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
同
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
活
用
は
。

答　

地
元
地
権
者
等
と
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
の
意
見
交
換
を
し
、
閉
鎖
後
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
等
、

種
々
の
問
題
を
踏
ま
え
、
市
の
将
来

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
の
課
題
や
国
の
方
向
性
等
を

把
握
し
、
都
市
魅
力
を
高
め
、
住
み
た

い
と
思
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の 

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　

同
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
及
び
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
状
況
は
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る

市
長
知
人
Ａ
が
他
市
の
娘
宅
に
約

20
年
も
住
み
つ
つ
、
市
営
新
橋
住

宅
を
占
有
し
て
き
た
の
は
公
営
住

宅
法
の
目
的
規
定
へ
の
違
反
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て

問　

本
市
の
市
営
住
宅
の
運
営
で
公

営
住
宅
法
に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
だ
が
、
ど
う
か
。

答　

公
営
住
宅
法
及
び
住
宅
地
区
改
良

法
に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。　

問　

Ａ
は
公
営
住
宅
法
第
１
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
「
住
宅
に
困
窮
す
る

低
額
所
得
者
」
に
全
く
該
当
し
な
い

は
ず
だ
が
、
違
う
か
。

五
中
校
区
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
の 

設
置
要
望
に
つ
い
て

問　

６
月
５
日
付
で
出
さ
れ
た
五
中
校

区
地
域
会
議
か
ら
の
要
望
書
の
内
容
と

そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

答　

現
在
の
活
動
拠
点
は
狭
く
不
便
な

た
め
、
旧
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
跡
地

に
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た

防
災
施
設
の
早
期
設
置
を
求
め
る
要
望

で
、
こ
の
内
容
は
弁
天
池
公
園
と
の
一

体
的
な
防
災
対
策
の
検
討
が
必
要
な
た

め
、
早
期
建
設
に
は
応
え
に
く
い
状
況

で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を 

所
管
す
る
課
に
つ
い
て

問　

テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
ほ

ど
工
夫
を
し
て
活
動
し
て
い
る
同
セ
ン

タ
ー
は
、
国
で
は
厚
生
労
働
省
、
府
で

は
商
工
労
働
部
が
所
管
で
あ
る
。
市
に

お
い
て
も
国
・
府
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
高
齢
福
祉
課
か
ら
産
業
振
興
課
に

所
管
を
移
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答　

所
管
課
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
国

・
府
の
所
管
が
労
働
関
係
部
署
で
あ
る

こ
と
及
び
高
齢
者
の
雇
用
の
観
点
も
踏

ま
え
、
高
齢
福
祉
課
及
び
労
働
関
係
所

財
政
状
況
に
つ
い
て

問　

28

年
度
の
経
常
収
支
比
率
が
１

０
３
・
１
％
と
な
っ
た
要
因
と
今
後

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

同
比
率
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
活
保

護
費
な
ど
扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
高
い

水
準
で
推
移
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
人

口
急
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
交
付

税
等
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
と
分
析

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
新
た
な
歳
入
確
保
策
の
検

討
や
事
業
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を

し
、
収
支
均
衡
型
予
算
の
編
成
を
目
指

し
て
い
く
。

同
セ
ン
タ
ー
敷
地
は
、
庁
内
調
整
を
図

り
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
へ
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て　

問　

京
阪
沿
線
の
駅
周
辺
で
の
み
実
施

し
て
い
る
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。　

答　

南
部
地
域
等
、
京
阪
沿
線
以
外
で

の
実
施
に
つ
い
て
も
、
啓
発
活
動
の
趣

旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に 

つ
い
て

問　

家
庭
学
習
を
習
慣
化
し
、
学
力
向

上
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。
市
は
い
つ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
出
す
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
高
い
目
標
だ
が
31

年

度
末
に
学
力
が
全
国
平
均
に
達
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

学
習
に
つ
い
て
は
、
啓
発
冊
子
を
配
付

し
て
お
り
、
今
後
も
働
き
か
け
て
い
く
。

電
気
料
金
補
助
の
効
果
額
は
。

答　

29

年
度
設
置
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

市
・
自
治
会
設
置
分
を
合
わ
せ
45

台
で

市
内
設
置
台
数
は
公
園
設
置
中
の
も
の

を
含
め
２
７
３
台
と
な
っ
た
。
６
９
５
３

灯
の
防
犯
灯
の
う
ち
約
72

％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
さ
れ
、
電
気
料
金
補
助
額
は
、
28

年

度
上
半
期
比
で
約
10
％
減
少
し
て
い
る
。

介
護
保
険
の
新
総
合
事
業
に
つ
い
て

問　

同
事
業
は
、
今
後
、
住
民
主
体
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

今
後
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
必
要
と
予
想
さ

れ
、
実
施
に
向
け
、
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど

の
把
握
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
く
す
の
き
広
域
連
合
と

よ
り
連
携
を
密
に
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
。

答　

新
橋
市
営
住
宅
第
１
期
は
改
良
住

宅
で
あ
り
、
Ａ
氏
は
住
宅
地
区
改
良
法

及
び
準
用
規
定
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、

「
住
宅
に
困
窮
し
て
い
な
い
」
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

「
市
長
の
自
宅
住
所
は
市
民
に
も

議
員
に
も
教
え
な
い
」
と
い
う
情

報
隠
し
に
つ
い
て

問　

市
長
が
自
宅
住
所
を
隠
し
た
ま

ま
で
は
「
政
治
家
と
カ
ネ
の
透
明
性
」

が
阻
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
長

が
「
自
分
だ
け
は
自
宅
住
所
を
隠
す
」

こ
と
を
卑
怯
だ
と
思
わ
な
い
か
。
職

員
や
市
民
と
の
信
頼
関
係
は
ど
う
か
。

答　

法
令
に
則
り
、
提
出
書
類
で
の
点

検
を
受
け
阻
害
は
な
い
。
積
極
的
な
公

表
は
し
て
い
な
い
が
事
務
所
は
公
表
し
、

信
頼
構
築
に
影
響
は
な
く
、

卑
怯
だ
と
も
思
わ
な
い
。

弁
天
池
公
園
を
防
災
機
能
の 

あ
る
公
園
と
す
る
計
画
に
つ
い
て

問　

設
置
後
26
年
が
経
過
し
た
弁
天
池

公
園
の
改
修
や
防
災
機
能
を
備
え
た
公

園
と
す
る
た
め
の
計
画
は
。

答　

同
公
園
に
つ
い
て
の
具
体
の
整
備

計
画
は
な
い
が
、
老
朽
化
は
認
識
し
て

お
り
、
広
域
避
難
地
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の

際
は
防
災
機
能
を
有
す
る
施
設
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

新
生
児
聴
覚
検
査
へ
の
補
助
を

問　

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
状
況
と

補
助
制
度
創
設
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　

本
市
の
実
施
状
況
は
27

年
度
69

・

１
％
、
28

年
度
63

・
７
％
で
あ
る
。
補

助
制
度
は
国
・
府
、
他
市
町
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

管
部
署
と
の
調
整
を
し
つ
つ
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
福
祉
に
つ
い
て

問　

現
在
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

同
計
画
策
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の

中
で
、
互
い
に
顔
が
見
え
、
つ
な
が
り

の
あ
る
関
係
を
築
き
、
支
え
合
い
、
助

け
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

本
市
に
は
高
齢
者
の
み
世
帯
が
多

く
、
さ
ら
に
経
済
的
に
厳
し
い
人
が
多

い
な
ど
独
自
課
題
も
あ
る
と
認
識
し
、

同
計
画
策
定
に
は
庁
内
会
議
に
加
え
外

部
の
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
審
議
会
を

設
置
し
幅
広
い
施
策
を
検
討
・
実
施
す

る
こ
と
で
地
域
で
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

一
般
会
計
で
約
１
億
４
０
０
０

万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
で
約
１
億
８
０
０
０
万
円
の
不
納

欠
損
額
を
計
上
し
て
い
る
が
、
各
会

計
の
収
納
率
を
踏
ま
え
た
不
納
欠
損

額
の
状
況
は
。

答　

市
税
や
国
保
料
の
収
納
率
が
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
付
勧
奨
、
訪
問

指
導
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
向
上
し
、

28

年
度
で
は
、
市
税
95

・
34

％
、
国
保

料
92

・
18

％
と
な
る
見
込
み
で
、
と
り

わ
け
国
保
料
の
収
納
率
は
、
24

年
度
以

降
、
府
内
平
均
を
上
回
る
ま
で
向
上
し

て
き
て
い
る
な
ど
、
着
実
に
収
納
率
向

上
と
い
う
効
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
結
果
と
し
て
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

滞
納
額
が
減
少
し
、
不
納
欠
損
額
に
つ

い
て
は
、
年
度
間
で
増
減
す
る
も
の
の
、

総
じ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
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■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
岡本　宗城 （公明党）

１　砂子水路の景観保全と創造について

　⑴　桜並木の周辺環境等の整備について

内海　武寿 （公明党）

１　安心・安全な環境づくりについて

　⑴　門真住宅建てかえに伴う不法投棄問題について

　⑵　防犯カメラの設置について

２　安心・安全な市民の暮らしについて

　⑴　特殊詐欺防止について

　⑵　消費生活センターの設置場所について

春田　清子 （公明党）

１　マイナンバー制度について

　⑴　情報連携の試行運用について

　⑵　マイナポータルについて

　⑶　マイナンバーカードの活用について

２　女性サポートステーションＷＥＳＳについて

　⑴　これまでの利用状況と事業の取り組みについて

　⑵　周知と啓発活動について

３　第二京阪高架下北公園について

　⑴　公園の拡張整備について

　⑵　拡張工事期間の利用について

五味　聖二 （緑風クラブ）

１　ふるさと門真まつりについて

　⑴　ふるさと門真まつりの結果報告及び確認について

　⑵　ふるさと門真まつりの各種課題と問題点について

　⑶　南部地域にお住まいの市民に対する対応について

　⑷　市民と職員の今後の交流のあり方について

２　行財政運営について

　⑴　門真の財政状況と今後の各種展望について

　⑵　庁内での取り組みについて

　⑶　既存事業の見直しについて

　⑷　歳出抑制における人件費の考え方について

　⑸　旧一中跡地の活用の見直しについて

吉水　丈晴 （緑風クラブ）

１　公共工事入札のあり方について

　⑴　８／17上下水道局発注の入札案件について

　⑵　９／５～６発注の入札案件について

　⑶　元請業者について

　⑷　監理技術者の貸し借りについて

　⑸　本庁発注と上下水道局発注の契約の一本化について

堀尾　晴真 （日本共産党）

１　難聴障がい児の支援について

　⑴　難聴児特別補聴器給付事業について

　⑵　学習能力や活動意欲の低下を防止する教室等の支援や相談体制等について

　⑶　コミュニケーション支援アプリの導入について

２　性的マイノリティの権利保障について

　⑴　書類の不必要な性別欄の撤廃について

　⑵　普及啓発等を進めるための今後の取り組みについて

３　国道163号の無電柱化について

　⑴　通行の妨げとなっている電柱の認識について

　⑵　無電柱化の推進に関する施策の策定、実施の考えについて

　⑶　国、市、電力会社等の事業者の負担割合について

土山　重樹 （自由民主党）

１　介護保険制度について

　⑴　くすのき広域連合について

２　孤独死について

　⑴　清掃費用について

３　市民プラザ体育館について

　⑴　空調について

４　学校施設のメンテナンスについて

　⑴　修繕について

福田　英彦 （日本共産党）

１　高齢者保健福祉計画の策定と施策推進の課題について

　⑴　「共生型サービス」の創設等、改悪介護保険関連法に対する認識と計画との関係

　　について

　⑵　2015年第４回定例会の「2025年問題に対して門真市として万全の体制を構築す

　　ることを求める決議」を受けた具体化の状況について

　⑶　高齢者施策推進におけるくすのき広域連合での介護保険事業運営に対する具体

　　の検証内容について

　⑷　くすのき広域連合での介護保険事業運営から市独自の運営への転換について

２　地域生活支援拠点整備事業について

　⑴　地域生活支援拠点整備事業の趣旨について

　⑵　整備に係る国庫補助不採択の経過と認識について

　⑶　設計変更を余儀なくされた施設の内容等について

　⑷　今後の対応について

亀井　　淳 （日本共産党）

１　小・中学校のブロック塀をフェンスに切りかえることについて

　⑴　現状について

　⑵　今後について

２　学校安全推進事業における交通専従員の配置をふやすことについて

　⑴　現状について

　⑵　今後について

３　図書館条例の第１条を変更することなどについて

　⑴　第１条の変更についての考え方について

　⑵　門真市生涯学習複合施設建設の今後について

４　北島東地区区画整理事業について

　⑴　区画整理事業代行者について

　⑵　建設予定の物流倉庫について

　⑶　同区域内の歩行者の安全対策等について

　⑷　公園緑地について

　⑸　第10水路の改修工事について

５　府営住宅の市移管について

　⑴　府営住宅の移管も含めての市のまちづくり、住宅政策について

　⑵　人的・財政的についての判断基準について

　⑶　府営門真住宅の今後について

松本　京子 （公明党）

１　読書環境の充実について

２　防災対策について

　⑴　自主防災組織について

　⑵　災害発生時における避難所運営について

３　高齢者施策について

　⑴　老老介護・認認介護について

　⑵　健康寿命延伸について

高橋　嘉子 （公明党）

１　がん教育の推進について

　⑴　門真市の学校におけるがん教育の取り組みについて

武田　朋久 （公明党）

１　門真市の魅力発信について

　⑴　門真市の歴史とアイデンティティの確立そして創造について

　⑵　魅力発信課の他部署との連携について

２　門真市の教育について

　⑴　門真市魅力ある教育づくり審議会｢中間答申書｣について

　⑵　教職員の処遇について

３　高齢者施策について

　⑴　シルバーハウジングの今後について

　⑵　地域包括支援センターの今後について

４　障がい者施策について

　⑴　サービスのあり方について

豊北　裕子 （日本共産党）

１　弁天池公園の整備について

　⑴　弁天池公園の現状について

　⑵　整備計画について

　⑶　レンコン畑をつくることについて

２　第五中学校区地域協働センターの設置要望等について

　⑴　地域協働センターの設置要望について

　⑵　東部地域のコミュニティセンターの必要性について

　⑶　市立養護老人ホーム跡地活用について

３　新生児聴覚検査補助制度について

　⑴　新生児聴覚検査について

　⑵　本市の現状について

　⑶　補助の創設について

大倉　基文 （緑風クラブ）

１　シルバー人材センターについて

　⑴　これまでの活動について

　⑵　毎日放送「ちちんぷいぷい」にて取り上げていただいたことについて

　⑶　現在の市役所での主管課について

２　高齢福祉について

　⑴　これからの高齢福祉について

戸田　久和 （無所属）

１　若狭原発事故時に滋賀県高島市の避難者を市民プラザに受け入れることになって

　いることについて

２　市雇用の非正規職員の実態及びその処遇改善を市の行政力量や活力の向上とリン

　クさせて考えるべきことについて

３　園部市政での市の正当性が認められて市の完全勝訴・原告敗訴となったトポス裁

　判の大阪地裁判決について

４　公共工事の入札や契約施行の点検体制に問題はないかについて

５　宮本市長知人のＡが守口市の娘のマンションに約20年も住みつつ、市営新橋住宅

　を占有してきたのは「住宅困窮者に住居を提供する」と目的規定のある公営住宅法へ

　の明白な違反であることについて

６　宮本市長が「市長の自宅住所は市民にも議員にも教えない」という、全国どこにも

　ない異様な情報隠しをしていることについて

森　　博孝 （無所属）

１　門真市の財政状況について

　⑴　経常収支比率について

　⑵　不納欠損額について

池田　治子 （自由民主党）

１　財政状況について

２　浄化センターの今後について

　⑴　現状について

　⑵　今後の敷地の活用について

３　市民への啓発事業等のあり方について

　⑴　現状について

　⑵　今後の考え方について

４　全国学力・学習状況調査について

　⑴　今回の結果とこれまでの推移について

　⑵　原因と施策について

　⑶　家庭学習と、ＰＴＡ及び保・幼・小連携について

　⑷　市としての目標設定について

後藤　太平 （公明党）

１　門真市の将来ビジョンについて

　⑴　本市の将来ビジョンと今後の方向性について

２　公民協働による安心・安全なまちづくりについて

　⑴　本市の防犯体制について

３　門真市の高齢者施策について

　⑴　生活支援・介護予防サービスについて
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　８・　18　大阪府市議会議長会総会・研修会   

　　22～23　大阪中央環状モノレール促進議会協議会

　　　　　　他都市視察

　９・　１　議会運営委員会

　　　　８　議会運営委員会

　　　　　　本会議（第３回定例会開会）

　　　　　　決算特別委員会     

　　　　11　総務建設常任委員会     

　　　　12　民生常任員会 

　　　　13　文教こども常任委員会

９・　14　議会運営委員会

　　　21　議会運営委員会

　　　　　本会議

　　　22　本会議（第３回定例会閉会）

10・　４　決算特別委員会

　　　12　決算特別委員会

　　　17　近畿市議会議長会議長研修会

　　　18　決算特別委員会

　30～31　守口市門真市消防組合議会管外行政調査

議 会 活 動 日 誌 （平成29年8月１日〜10月31日）
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専決処分 承認第６号

専決処分の承認を求めることについて

（生活保護法第78条に基づく費用徴収

金請求に伴う訴えの提起について）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇

(

議
長
に
つ
き
、
採
決
に
参
加
な
し)

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

条　　例

議案第51号

門真市立幼保連携型認定こども園条例

の制定についてに対する修正案
× × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × 否決

門真市立幼保連携型認定こども園条例

の制定について（原案）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

門真市立幼保連携型認定こども園条例

の制定についてに対する附帯決議案
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第52号
門真市こどもの医療費の助成に関する

条例の一部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

議案第53号
門真市ひとり親家庭医療費の助成に関

する条例の一部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

議案第54号

門真市身体障害者及び知的障害者の医

療費の助成に関する条例の一部改正に

ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

その他の

議　　案

議案第49号

住居表示を実施する市街地の区域及び

当該区域における住居表示の方法につ

いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第50号
（仮称）門真市立南認定こども園整備

工事請負契約の一部変更について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

補正予算

議案第55号
平成29年度門真市一般会計補正予算

（第３号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

議案第56号
平成29年度門真市国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 可決

人事案件
議案第57号

固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 同意

議案第58号 教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 同意

決算案件

議案第48号
平成28年度門真市水道事業剰余金の処

分について
— — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

継続

審査

認定第１号
平成28年度門真市歳入歳出決算認定に

ついて
— — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

継続

審査

認定第２号
平成28年度門真市水道事業会計決算認

定について
— — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

継続

審査

議員提出 

議　　案

議 員 提 出

議案第７号

受動喫煙防止対策を進めるために健康

増進法の改正を求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議 員 提 出

議案第８号

小・中学校におけるプログラミング必

修化に対して支援を求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

第３回定例会で審議された案件と議決結果
会派名

議案名議案番号

議員名


